
全
日
中
事
務
局
だ
よ
り

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
関
す
る
勉

強
会
用
資
料

現
行
法
と
条
文
案
イ
メ
ー
ジ

の
対
比
表
（
案
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
意
見
反
映

（
座
長
試
案
）」（
平
成
３１
年
４
月
１０
日
付
）
に

対
す
る
意
見

い
じ
め
問
題
を
早
期
に
発
見
し
、
解
消
し

て
い
く
た
め
に
は
、
全
て
の
大
人
が
善
悪
の

け
じ
め
を
つ
け
る
厳
し
さ
を
持
つ
と
と
も

に
、
社
会
全
体
が
い
じ
め
問
題
に
関
心
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
学
校
現
場
の
教
員
に
は
、
い
じ
め

問
題
に
対
す
る
対
処
ス
キ
ル
や
熱
意
、
人
間

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、
今
般
の
法
改
正
と
あ
わ
せ

て
改
め
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、教
員
が

一
層
生
徒
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、そ
の
中
で

生
徒
の
小
さ
な
変
化
に
気
付
き
、迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
が
可
能
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、改
正
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
は
、子
供

の
近
く
に
い
る
保
護
者
、
教
員
等
だ
け
で
な

く
、
社
会
全
体
が
い
じ
め
の
問
題
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
契
機
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
国
に
お
い
て
は
、
今
後
改
定
が
検

討
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
、
改
正
法
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
内
容
が
適
切
に
盛
り
込
ま

れ
、
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、
各
学
校
に
お

け
る
対
応
の
具
体
的
か
つ
実
効
性
あ
る
指
針

と
し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
御

検
討
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
５
月
２２
（
水
）、
２３
（
木
）
の
両
日
、
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
第
７０
回
全
日
本
中
学
校
長
会
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
開
会
式
で
は
、
山
本
聖
志
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
退
任
さ
れ
た
役
員
の
方
々

に
表
彰
楯
が
贈
呈
さ
れ
た
。

【
表
彰
楯
受
領
の
方
々
】

令
和
元
年
度

第
７０
回
総
会
表
彰
楯
受
領
者
（
敬
称
略
）

山
本

聖
志
（
東
京
都

会

長
）

�
本

直
樹
（
北
海
道

副
会
長
）

高
橋

寿
輔
（
北
海
道

理

事
）

木
谷

貢
一
（
北
海
道

理

事
）

蓮
本

裕
一
（
北
海
道

理

事
）

伊
藤

隆
（
青
森
県

理

事
）

佐
藤

進
（
岩
手
県

理

事
）

茜
谷

英
也
（
秋
田
県

理

事
）

渡
邊

政
志
（
秋
田
県

会
計
監
査
）

志
小
田
美
弘
（
宮
城
県

理

事
）

阿
部

善
和
（
山
形
県

副
会
長
）

伊
藤

�
幸
（
福
島
県

理

事
）

伴

敦
夫
（
茨
城
県

理

事
）

小
池

正
巳
（
栃
木
県

理

事
）

宮
�

徹
（
群
馬
県

副
会
長
）

鈴
木

朗
（
埼
玉
県

理

事
）

本
山

哲
也
（
千
葉
県

理

事
）

小
澤

雅
人
（
東
京
都

理

事
）

菊
地
原
宏
明
（
神
奈
川
県

理

事
）

井
上

敬
典
（
山
梨
県

理

事
）

塩
野
入
幸
隆
（
長
野
県

理

事
）

濱
中

力
也
（
新
潟
県

理

事
）

清
水

康
男
（
富
山
県

理

事
）

平
澤

晃
一
（
石
川
県

理

事
）

藤
田

清
憲
（
福
井
県

理

事
）

（４６）



谷
口

邦
彦
（
岐
阜
県

副
会
長
）

高
橋

篤
（
愛
知
県

理

事
）

深
見

充
弘
（
三
重
県

理

事
）

織
田

恭
淳
（
滋
賀
県

理

事
）

玉
梶

誠
一
（
京
都
府

理

事
）

松
本

芳
孝
（
大
阪
府

副
会
長
）

来
田

勝
久
（
兵
庫
県

理

事
）

奥
村

浩
一
（
奈
良
県

理

事
）

上
田

薫
（
奈
良
県

会
計
監
査
）

栂
野

芳
作
（
和
歌
山
県

理

事
）

田
村

穣
（
鳥
取
県

副
会
長
）

小
田
川
俊
明
（
島
根
県

理

事
）

三
上
政
誉
志
（
岡
山
県

理

事
）

田
浦
由
紀
夫
（
広
島
県

理

事
）

清
時

崇
文
（
山
口
県

理

事
）

小
笠
原
隆
夫
（
香
川
県

理

事
）

松
本

賢
治
（
徳
島
県

副
会
長
）

吉
田

慎
吾
（
愛
媛
県

理

事
）

渡
部

保
介
（
福
岡
県

理

事
）

池
之
上
義
宏
（
佐
賀
県

理

事
）

有
江

禎
裕
（
熊
本
県

副
会
長
）

藤
澤

淳
一
（
大
分
県

理

事
）

田
中

芳
伸
（
宮
崎
県

理

事
）

河
野

好
宏
（
宮
崎
県

会
計
監
査
）

具
志
堅

弘
（
沖
縄
県

理

事
）

井
原

武
彦
（
東
京
都

教
育
研
究
部
長
）

田
代

和
正
（
東
京
都

教
育
情
報
部
長
）

枝
村

晶
子
（
東
京
都

編
集
部
長
）

中
村

豊
（
東
京
都

事
業
部
長
）

阿
部

陽
一
（
東
京
都

予
算
対
策
部
長
）

全
日
中
の
諸
活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
中

学
校
教
育
の
充
実
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
先

生
方
に
、
全
国
の
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
心

よ
り
感
謝
し
、
敬
意
を
表
し
た
い
。

表
彰
楯
贈
呈
に
続
き
、
文
部
科
学
大
臣
代

理
初
等
中
等
教
育
局
主
任
視
学
官

長
尾
篤

司
様
、
全
国
都
道
府
県
教
育
委
員
会
連
合
会

会
長

中
井
敬
三
様
、
全
日
本
中
学
校
長
会

第
４０
代
会
長

榎
本
智
司
様
か
ら
御
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

総
会
で
は
、
全
て
の
案
件
が
承
認
・
可
決

さ
れ
、
令
和
元
年
度
全
日
本
中
学
校
長
会
会

長
に
は
、
川
越
豊
彦

荒
川
区
立
尾
久
八
幡

中
学
校
長（
前
総
務
部
長
）が
選
出
さ
れ
た
。

続
い
て
新
会
長
か
ら
山
本
聖
志
前
会
長
に

表
彰
楯
が
手
渡
さ
れ
た
。
午
後
に
は
、
特
別

企
画
が
開
催
さ
れ
約
２００
名
の
先
生
方
が
東
京

湾
を
シ
ー
バ
ス
で
国
際
都
市
東
京
の
一
端
を

視
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
日
目
に
は
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教

育
局
教
育
課
程
課
課
長

滝
波
泰
様
か
ら

「
当
面
す
る
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
諸
課
題
」

の
御
講
演
に
引
き
続
き
、
教
育
課
程
課
・
財

務
課
・
児
童
生
徒
課
・
文
化
庁
・
ス
ポ
ー
ツ

庁
か
ら
の
行
政
説
明
が
あ
っ
た
。
な
お

こ

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
機
関
誌
中
学
校
８
月

号
に
て
御
報
告
の
予
定
。

○
臨
時
常
任
理
事
会
は
、
７
月
２６
日（
金
）午

後
１
時
３０
分
〜
全
日
中
会
館
で
開
催
予
定

○
第
二
回
常
任
理
事
会
は
、
第
７０
回
全
日
本

中
学
校
長
会
研
究
協
議
会
群
馬
大
会
の
１０
月

２３
日
（
水
）
１１
時
３０
分
〜
前
橋
商
工
会
議
所

会
館
３
階
常
議
員
会
室
で
開
催
予
定

○
第
二
回
理
事
会
は
同
日
１４
時
〜
前
橋
商
工

会
議
所
会
館
２
階
ロ
ー
ズ
で
開
催
予
定

（
事
務
局
長

松
澤

宏
尚
）

（４７）


